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１ は じ め に

福島県産豚のさらなる安定供給およびブランド化が求

められている中、種豚生産農場の減少や家畜防疫の面か

ら、県内生産者は種豚を安定的に確保することが年々難

しくなってきている。福島県ではランドレース種の系統

豚「フクシマL2」を平成16年度から県内生産者に供給し

ているが、2品種目として特に生産者から要望の多いデ

ュロック種を供給することを目的として、デュロック種

の造成試験を実施した。

２ 試 験 方 法

造成の方法は、集団の遺伝的能力及び遺伝的斉一性を

効率的に高めることができる系統造成の手法によるが、

造成期間の短縮とコスト削減のため繁殖集団の大きさは

雄7頭雌22頭と小さくすることとした。平成20年度の供

給開始を目標として、平成16年度に基礎豚(G0)の導入、

平成17年度に第1世代(G1)、平成18年度に第2世代(G2)の

種豚選抜を行い、平成19年度の第3世代(G3)の種豚選抜

をもって完成する計画とした。単年度の基本計画は図1

のとおりとした。

単年度の基本計画図1

産肉形質の改良目標値は育成豚の雄雌平均値で一日平

均増体重(DG)を1,000g、背脂肪の厚さ(BF)を2.00cm、ロ

ースの断面積(EM)を40.0㎠とした。種畜の産肉能力の評

価は総合育種価により行った。各形質の育種価はMBLUP3

。1)を用いてアニマルモデルの多形質BLUP法により求めた

各形質の重み付け係数はSIndex を用いて相対希望改良2)

量を設定した選抜指数法により求めた。遺伝的パラメー

タはMTDFREML を用いて当所で造成した「フクシマL2」3)

の7世代分のデータから推定したものを用いた。種豚選

抜の際には総合育種価の他に肢蹄や体型も重視すること

とした。

３ 試験結果及び考察

基礎豚は県外5農場から導入し、以降の各世代の頭数

の推移は表1のとおりとなった。

第1世代の産肉能力検定の結果、DGとEMは平成19年度

での改良目標値への到達は困難な状況となったが、相対

希望改良量の算定にはこの目標値をそのまま使用した。

、 。BFは良好な値だったので 相対希望改良量は0.00とした

豚ストレス症候群の原因とされるRYR1遺伝子の検査を実

施し、第2世代の種豚選抜でこの遺伝子は完全に排除し

た。

育成豚の産肉形質の世代変化は図2,3,4のとおりとな

。 、 、った 雄雌平均値で第３世代のDGは919.9g BFは1.79cm

、 、 、EMは38.5㎠となり 育種価はDGが雄 雌それぞれ27.0g

21.6g、EMがそれぞれ1.7㎠、2.1㎠改良された。

種豚群の平均近交係数と平均血縁係数の世代変化は図

5のとおりとなった。第3世代の平均近交係数は5.1%、平

均血縁係数は17.8%、最低血縁係数は8.1%となった。基

礎豚の相対寄与率の世代変化は表２のとおりとなった。

第2世代の種豚と「フクシマL2」を組み合わせたLWDは

、 、去勢雌平均値で出荷日齢は140.9日 出荷体重は114.2kg

枝肉重量は73.7kg、DGは1,106.9gとなった。

４ ま と め

雄7頭雌22頭という繁殖集団で、閉鎖群育種による3世

代のデュロック種造成を実施した結果、産肉能力につい

ては家畜改良増殖目標や豚遺伝的能力評価等の客観的な

指標に対しても遜色のない成績を得ることが出来た。近



交係数や血縁係数の推移を見ても、一般的な豚系統と同

等の高い遺伝的斉一性を得ることが出来た。また、当所

で維持供給している「フクシマL2」と組み合わせて生産

したLWDは、強健性に優れた非常に発育の良い肥育豚と

なった。

今後の当系統の維持については、完全な閉鎖群ではな

く定期的に種豚導入を行う一部開放型による維持方法を

検討している。
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各世代の頭数の推移表1

１日平均増体重の世代変化図2

背脂肪(背)の厚さの世代変化図3

ロースの断面積の世代変化図4

種豚群の平均近交係数及び図5

平均血縁係数の世代変化

基礎豚の相対寄与率の世代変化表2
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平均近交係数

平均血縁係数

雄№ G1 G2 G3
1 41.18 42.65 42.42
2 14.71 20.59 20.45
3 14.71 10.29 10.61
7 8.82 5.88 7.58
10 20.59 20.59 18.94

雌№ G1 G2 G3
52 2.94 1.47 0.76
53 2.94 2.94 3.03
54 8.82 11.76 11.36
55 8.82 8.82 7.58
56 14.71 20.59 19.70
57 11.76 11.76 11.36
59 2.94 2.94 3.03
60 2.94 4.41 4.55
61 5.88 2.94 4.55
62 0.00 0.00 0.00
63 0.00 0.00 0.00
65 11.76 4.41 2.27
67 5.88 8.82 9.09
69 8.82 5.88 6.82
70 11.76 13.24 15.91

世代 出生 一次選抜二次選抜 交配 分娩
0 ♂ 7

♀ 19 15
1 ♂ 54 36 9 8

♀ 69 48 25 25 21
2 ♂ 84 38 9 8

♀ 68 50 25 25 23
3 ♂ 107 40 9

♀ 105 60 24


